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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

櫃田 洋一議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．防災減災について 

①国土強靱化地域計画はどのように展開され

ているか伺う。 

 

 

 

②防災体制の取り組みについて、次の3点を中

心に伺う。 

・防災訓練と避難所の取り組み 

・防災意識の啓発 

・BCPの取り組み 

 

１． 

①「事前に備えるべき目標」を確保するため、

現在の取組みや課題を分析し、重要業績指標

（KPI）による計画管理を行っている。 

施策の評価を実施し、指標の追加・変更につい

ても随時見直しを行う。 

② 

・防災力の向上と関係組織の連携を主眼とした

総合防災訓練を毎年実施し、情報伝達や避難所

開設・運営の連携体制の構築に取り組んでい

る。地域や関係機関と協議し訓練を実施する。

各集落で選定された自主避難所の条件につい

て確認を行い、町の指定避難所とあわせて周知

を行う。 

・防災意識の高揚を図るため、警戒レベル情報

や災害ハザードマップの説明会を開催してい

る。 

・業務継続計画（BCP）を平成 25年 3月に策定

しており、地域防災計画にある応急対策や復

旧・復興の実行可能性について検証していく。 
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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

大西 保議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．職員提案発表会、審査会について  

①何故、職員提案発表会、審査会が中止になっ

たのか。 

②上記会を行う目的は何か。 

 

 

③過去の開催回数、所属ごとの発表者累計、提

案採用状況はどのようになっているのか。 

 

 

 

 

 

 

２．セントラルファーム農場の環境問題につい

て 

①協定書締結の進捗状況はどうなっているの

か。 

 

 

②農場の改修工事計画はどのようになってい

るのか。 

 

１． 

①職員からの提案がなくやむなく中止とした。 

なお、提案は随時受け付けている。 

②職員の町政参加意識、士気の高揚、政策立案

能力の向上を通して活力ある組織づくりを進

めることを目的としている。 

③平成 26年度から平成 30年度までの 5年間で

年 1回、計 5回の開催。発表者は、延べ人数で

総務課 15 人、企画課 3 人、農林課 7 人、住民

課 9人、建設課 3人、教育課 8人、出納室 3人、

議会事務局 3 人、福祉保健課 14 人、保育園 22

人、日南病院 2 人、町長 1 人の 90 人。38 件の

提案に対し 13件の採用。 

 

２． 

 

①協定書締結に向けた話し合いは継続して行

っているが、排水基準で双方の意見の違いから

合意に至らない状況であり、引き続き協議を続

けていく。 

②農場内の繁殖を担う豚舎を、森林に復旧した

開発地に機能を移転するもので、浄化施設と堆

肥舎を併せて整備する計画と伺っており、計画

面積が 1haを超え、鳥取県開発指導要綱に基づ

く手続きが必要となることから、現在手続きの

準備中と伺っている。 
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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

近藤 仁志議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．地域医療の取り組みについて 

①厚生労働省が 9月 26日、診療実績が乏しく、

再編・統合を促す必要があると日南病院を含

む、全国の公的病院のうち、424 病院名を突然

公表した。この事について町長の見解を伺う。 

②10月にも再編・統合の検討を要請し、来年9

月には結論を求めたいと報道されていたが、そ

の後の経緯を伺う。 

③日南町病院事業改革プランの目玉であり、そ

の取り組みを高く評価されてきた「地域包括医

療」が実績評価されていない。西部地域医療構

想調整会議の中に於いてどのようにアピール、

行動される考えか伺う。 

④療養病棟の転換施策による日南病院経営に

及ぼす影響について伺う。 

 

 

２．町営バスとタクシー助成について 

①町営バスのダイヤ改正により土曜日、日曜日

の最終便が早くなったが、不満は寄せられてい

ないか。又、タクシーの日曜日運行の依頼はで

きないか。 

 

 

 

１． 

①地域の実情を汲んでいない。再編や廃止はし

ない。 

 

 

②期限の延長を検討中という情報もあり、今後

の推移を注視していく。 

 

③機会あるごとに地域包括ケアシステムの重

要性を主張していく。 

 

 

 

④地方交付税の措置が稼働病床数 40 床で、年

間 8,632万円の減少となり、病院経営に大きな

打撃となる。 

 

２． 

①最終便のダイヤについて、近年意見をいただ

いていない状況である。又、タクシー運行の再

開はお願いしているものの経営面から難しい

と伺っている。町民の利便性の向上の観点から

も引き続き検討していきたい。 
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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岩﨑 昭男議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．消費税率引上げに伴う負担緩和軽減策につ

いて 

10 月から消費税率が 8%から 10%に引上げら

れ、増収分は子育て、医療、介護、年金等の社

会保障の充実と安定に使われることとなった

が、引上げに伴う日常生活の負担緩和軽減策で

ある次のことについて問う。 

①プレミアム付商品券の発行状況と使用状況

について 

 

 

 

 

②キャッシュレス決済に対するポイント還元

制度に係る町内対象店舗数と利用状況につい

て 

 

③上記の負担緩和軽減策について町民及び事

業者等への効果をどう評価するか。 

 

 

 

２．電算管理運営事務について 

当該事業は役場情報システム全般の効率的

運用と適正な管理を行うこととなっているが、

次の個別事業の進捗状況等について問う。 

①町ホームページについて 

現行のCMS（コンテンツ管理システム）の更新

を検討することとなっているが、検討状況につ

いて問う。 

②事務用パソコンの更新について 

Windows7は来年1月にセキュリティ更新サポー

トが切れる。新OSパソコンの購入を当初予算で

計上しているが、導入時期はいつになるのか。 

１． 

 

 

 

 

 

 

① 

・対象者 1,098 人のうち購入引換券発行総数 

358人（32.9％）※11/30時点 

・商品券発行 1,321 組 6,605 枚、額面金額で

6,605千円 ※11/30時点 

・使用状況約 1,278千円 ※10/31時点 

②12 月 2 日現在、21 店舗がキャッシュレス決

済対応を行い、うちポイント還元は 18 店舗が

対応している。利用状況は、全体利用者の約 5％

から約 15％程度と伺っている。 

③開始 2ヶ月経過した中では、情報が少なく効

果検証しにくい状況。しかしながら、消費者・

事業者双方にメリットがあることから国の方

針と同じくキャッシュレスを推進していく。 

 

２． 

 

 

 

①行政分野のページ更新は、町民目線で伝えて

いくことを念頭に、情報更新等が行いやすく、

SNS 等の媒体との連動性など機能性に配慮した

環境のものを検討している。 

②現在更新に向けた事務を進めておりサポー

ト終了までには概ね更新ができると見込んで

いる。業務に支障を来すことのないよう順次更

新していく。 
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③グループウェアの更新について 

昨年11月に障害が発生したグループウェアは

メーカーの正式サポートが終了しているにも

関わらず現在も使用している。早急に新たなグ

ループウェアを導入すべきと考えるが、どう

か。 

③早期導入を意識して事務を進めてきたが、サ

ーバ容量に課題が生じたため、仕様の再整理を

行っている。導入は来年 1月から開始し、年度

内に完了予定で進めている。 
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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

久代 安敏議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．去る 9 月 26 日に厚生労働省が発表した公

立・公的病院の再編統合対象 424の病院公表問

題と、日南病院の課題について 

①日南病院は、日南町が運営する唯一の自治体

病院であり、今回の厚労省のやり方はあまりに

突然かつ乱暴で県内はもとより全国各地で大

きな反発を招いている。 

日南病院の設置責任者としてあらためて見解

を問う。 

②リスト公表に対して全国知事会、全国市長

会、全国町村会は3会長連盟のコメントで、「地

域の個別事情を踏まえず、全国一律の基準によ

る分析のみで病院名を公表したことは、国民の

命と健康を守る最後の砦である自治体病院が

機械的に再編統合されることにつながりかね

ず、極めて遺憾」と抗議の声をあげている。 

町長として政府および厚労省に対して具体

的にどのような行動をとってこられたのか。 

③安倍政権は、｢団塊の世代｣全員が75歳以上に

なる2025年に向け、公的医療費を抑え込むため

の制度改悪を推進している。今年6月に閣議決

定した｢骨太の方針｣が震源であり、一律の基準

により厚労省は424病院の選定作業を進めて、

見直し期限を2020年9月としている。期限を限

定したことに問題はあるが、鳥取県が進めてき

た｢地域医療構想」を自治体病院としてどう実

現しようとしているのか。 

④去る10月25日に「日南病院の現状と課題」と

題して開催された講演は、日南病院の果たす役

割を、平成30年度決算を分析しながら将来の方

向性を示唆する貴重な内容であったと思うが、

どのような評価をしているか。 

⑤12月議会に外部機関によるコンサルティン

グ業務を委託する補正予算が提案される予定

１． 

 

 

①地域の実情を汲んでいない。再編や廃止はし

ない。 

 

 

 

 

②県内該当 3町長で、画一的な対応や強制的な

調整等を行わないよう知事要望を実施、その他

国との意見交換の場や関連団体等を通じて意

見を上げている。また、地元選出国会議員への

要望も行った。 

 

 

 

 

③県西部地域医療構想の推進において、診療圏

の現状と病院の役割を説明した上で、今後の方

向性を自ら再検証する。 

 

 

 

 

 

 

④病院職員の経営意識の改革など、一定の評価

をしている。 

 

 

 

⑤利用者の意見や病院の必要性を議論してい

ただくために、町民と医療スタッフの座談会を
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であるが、業務委託する前に日南病院に対する

町民のさまざまな意見や要望を総合的に把握

するために町民アンケートを実施されること

を提案する。また、いつでもだれでも安心して

掛れる日南病院を目指して「町民シンポジウ

ム」を開催されることも併せて提案したいがど

うか。 

⑥日南町の高齢化率は50%を超え、加齢にとも

なう発症原因として整形外科の外来が多い。医

師の確保のために抜本的な対策が喫緊の課題

だと考えるが、どのように進められているの

か。 

⑦今年の議会報告会の際に、住民から新しい医

療機器の導入の提案があった。例えば人工透析

の機器とかMRI(磁気共鳴画像診断装置)を導入

して外来患者への医療サービスの向上を図っ

てほしいとの声であるが、こうした意見に対応

する考えは。 

 

２．(株)ウッドカンパニーニチナンの休止状態

について 

①(株)ウッドカンパニーニチナンは、創業以来

国産無垢材の製材所として事業を展開してき

たが、本年度中途の9月末をもって製材業務を

休止することを臨時株主総会で決定した。 

 日南町は同社に2,000万円を出資している株

主であり、林業は重要な基幹産業の一つである

ことから製材所を絶やしてはならない。営業再

開のためにどのような支援を考えているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討したい。 

 

 

 

 

 

 

⑥県の医療施策を注視しつつ、整形外科医師の

確保について引き続き努力する。 

 

 

 

⑦現状では費用対効果が見通せず、慎重に考え 

ている。 

 

 

 

 

 

２． 

 

①新しい経営陣の経営方針を基に、他の株主と

今後の事業展開について協議、検討をする。 
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令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

岡本 健三議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．給食費無償化による子育て支援 

①町はさまざまな子育て支援策を実施してい

るが、いまだに給食費の無償化が実現していな

い。子育て世代の移住定住を促進するためにも

給食費無償化が有効と考えるがどうか。 

 

２．会計年度任用職員制度の問題と対策 

①来年度から導入される会計年度任用職員の

制度には(1)制度変更による財政負担増 (2)制

度移行に伴う任用条件の変更 (3)依然として

残る正規職員との格差、などの問題がある。こ

れらに対する町の対策を問う。 

 

 

 

 

 

 

３．国民健康保険税（国保税）の18歳以下の均

等割り減免 

①国保税の子供の均等割りの減免を全国で少

なくとも25の自治体が実施しており、全国知事

会も国へ見直しを毎年要望している。日南町で

は年約100万円で全額免除が可能であり、全国

知事会の要望を後押しする意味でも鳥取県で

は初となる減免措置を実施すべきと考えるが

どうか。 

 

 

 

 

 

 

１． 

①給食費無償化は、保護者の経済的な負担軽減

になるとは考えられるが、移住定住等への有効

性については、様々な観点から協議し、議論を

行っていきたい。 

 

２． 

① 

(1)制度導入に伴う人件費の増加について、国

へ財源支援の要望を行いながら、業務改善と人

員配置の調整に努める。 

(2)業務の期間・内容など任用条件の明示が必

要となり、制度の範囲内において現行の任用条

件以下とならない任用条件を検討中である。 

(3)制度導入により、正規職員と同等の基準と

なる任用条件もあるが、国の制度に準拠しなが

ら対応していく。 

 

３． 

 

①国保の県一元化に伴う保険料水準の統一に

向けた議論の中で、検討すべきと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-8-



1 

令和元年１２月１０日 

 

日南町議会議長  山本 芳昭 様 

 

                                                 日南町長 中村 英明  

 

坪倉 勝幸議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．農業振興について 

①頑張る地域プラン「旨い果菜の里づくり」が

本年度で終了するが、プランの達成度を問う。 

 

 

②今後の地域農業振興策の具体的計画をどう

されるのか問う。 

 

 

 

③頑張る農家プラン事業の要件、目標の実現

が、農地条件や労働力の関係などで厳しいとこ

ろがある。営農継続のために要件・目標の緩和

を望むがどうか。 

 

 

 

 

 

２．公共交通について 

①ドア・ツー・ドア運行の実施による交通空白

地域の解消の考え方と取り組み方針を問う。 

 

 

 

②地域住民による交通確保は、どう推進するの

か問う。 

 

 

３．来年度予算編成について 

①策定中の第6次日南町総合計画、第2期総合戦

略と予算編成の関連性について問う。 

 

 

１． 

①プラン中の共通目標、個別目標ともに達成は

厳しい。また、補助事業についても達成は難し

いが、このプランを活用しトマト生産等につい

て一定の成果を上げている。 

②「農業基本構想」や「旨い果菜の里づくりプ

ラン」等の達成状況を踏まえ、第 6次総合計画

の「農業の振興」を基本に米や野菜基幹四品目

について、農家、生産者団体と連携し新たな具

体策を検討する。 

③現在の補助事業は、省力化、効率化等による

規模拡大で無ければ採択されず、現状維持では

対象とならない。また、担い手の育成が進んで

いる本町においては、継続的な規模拡大にも限

界がある。地域の農地を守り、水田の多面的機

能を保全することが、災害から地域を守ること

にも繋がるため、要件・目標の緩和について要

望活動を行う。 

 

２． 

①自宅からバス停までの移動が大変という意

見に応えたいもの。実現すれば交通空白地域の

解消に繋がると考えている。現在 3年後を目標

に運行事業者、有識者と共に検討を行ってい

る。 

②地域住民の相互理解と行政等による取り組

みやすい環境づくりと考えており、計画に定め

た 3年後を目標に引き続き検討を進めていく。 

 

３． 

①予算編成は、総合計画の方針に沿った内容で

進めるとともに、総合戦略には具体的施策の数

値目標をもって進めていく。 
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②事務事業の見直しについて、行財政改革推進

会議への諮問内容と方向性について問う。 

 

 

②諮問内容は「緩やかな人口減少社会を目指す

行財政改革を基本理念に掲げ、持続可能なまち

づくりを実現するため、令和 2 年度から令和 6 年

度までの『日南町行財政改革実施計画』の策定に

ついて」としている。行政改革推進委員会での意

見を反映させるとともに、職員へのアンケートや見

直し項目の洗い出しに着手し、それらをもとに事

業見直しの具体的検討を進めていく。 
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